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「善および衡平 bonum et aequum」基準の優位、である。 
 Filippo Gallo による会議の目的の紹介（pp.1-2）の後、ユスティニ
アヌスによる法律の変更および西方における法文化へのその影響
について論じた Massimo Miglietta（ pp.3-61 : Alle origini della 
rimozione del pensiero celsino : la ‘legum permutatio’ gisutinianea）、法
を善及び衡平の術とする定義との関係で法の人為性の理論化につ
いて論じた Francisco Cuena Boy（ pp.63-129 : Teorizacion de la 
artificialidad del derecho : ‘ius est ars boni et aequi’）、訴権を ius quod 
sibi debeatur, iudicio persequendi とするケルススの有名な定義につい
て論じた Luigi Garofalo（ pp.131-151 : la dottrina dell’azione in 
D.44.7.51）、解釈基準の理論家としてケルススを見る Cosimo 




collaboratore ‘malgre soi’ della ‘legum permutatio’ giustinianea ）、
Antonio Palma（pp.167-231 : Lo ‘ius controversum’ quale espressione 
della’artificialità del diritto romano）、主題についての二つの要点、す
なわち不連続性―連続性と法の人為性との弁証法的関係を論じた
Gastone Cottino（pp.233-248 : Artificialità del diritto e sua formazione 
cusuetudiaria tra diritto romano ed età di mezzo : divagazioni di un 
commercialista）、そして最後に Filippo Gallo（pp.249-272 : Valore 
perdurante dei criteri del ‘bonum et aequum’）による論稿が連なる。こ
れら諸論稿の中で本書の重要なテーマの一つであるユスティニア
ヌスによる「法律の変更 legum permutatio」について述べているのは





 Miglietta は、導入部分となる 1.において Gallo による「ユスティ
ニアヌスによる法律の変更 legum permutatio」の意義についての記
述を紹介する。Miglietta は、Gallo がそれを「我々の伝統からは無















る」を使わず法の三つの原理 tria iuris praecepta を用いたのは、法
学を、法源として法律を見ることと置き換えようとした、とする
（pp.3-17）。 
 続く 2.において Miglietta は、6 世紀の法教育の状況を把握する上
で重要なユスティニアヌス帝 Digesta の omenem,§11 の分析に入る
（pp.17-23）。同勅法は Digesta の発布日となる 533 年 12 月 16 日に
出された。また 3.1 で注釈学派からクヤキウスに至るまで、3.2 では
それ以降、現代に至るまでの解釈史の整理が展開され Stella Maranca































び衡平の術である ius est ars boni et aequi」を歴史的に捉えなおすも
のであり、古典期を代表する法学者であるケルススの法学史上の意
義についての研究について新たな視点をもたらすのみならず、ユス
ティニアヌス帝の時代以降、どのようにローマ法がヨーロッパ世界
において受容されてきたかを探求するにあたっても意義を有する
ものである。 
